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１．はじめに 
空間データの効用については多くのユーザが十分

に認識しているにも関わらず、実務面において効果

的に活用された事例は多くない１）。また、これまで

の空間データの蓄積、管理および配布の方法がユー

ザニーズに沿っていなかったといった指摘も多い。

こうした問題に対して、筆者らはこれまでに新しい

概念に基づいた空間データの運用形態について提案

するとともに、この概念の下に地域に特化したデー

タベースの構築を進めてきた２）。 
一方、高齢化や過疎化、JA 組織の統合化、市町村

合併といった社会現象の下に、古来より田園景観や

地域文化の根幹を形成してきた農用地や里山の管理

が問題視されるようになって久しい。農用地は古来

より長い年月をかけて多くの人々の叡知によって溜

め池ごとに統括分割され、生産緑地としての使命を

担ってきた。近年、休耕田の進展や溜め池の維持管

理の放棄によって、こうした農用地管理のシステム

が崩れようとしている。特に、竹林の急速な増加は

自然災害の誘発等、大きな社会問題にまでなろうと

している。水質や周辺環境を含めた溜め池の現況把

握や農用地の管理状況、里山の竹林の進展状況を正

確に把握することは我が国の農業生産だけでなく地

域に特化した文化を守り育てるためにも不可欠な課

題となってきた。これらの課題に対処するための新

しい情報の生成が求められている。 

２．空間データの新しい運用構想 
（１）基本コンセプト 

従来、衛星データや航空写真、国土基本調査デー

タ等の空間データの中核をなすデータ類は国の研究

機関や外郭団体が個別に管理運営してきた。短期間

でのデータ整備とデータ普及の面では効用を発揮し

てきたと言えるが、反面、現場のニーズに対応した

利用方法の開発や異分野技術との連携によるさらな

る発展については多くの阻害要因が指摘されてきた

のも事実である。こうした社会背景の下、筆者らは

多くの関係者による討議を経て「空間データ運用セ

ンター」構想を提唱してきた２）。具体的には、現在、

一般に進められている空間データのクリアリングハ

ウス構築よりもさらにユーザオリエンテッドな考え

方に基づいた構想である。ここでは官民連携組織を

想定してこうしセンターを危険分散も考慮して全国

に 10 箇所程度設置することを提案している。 
空間データ運用センターではそれぞれが同じデー

タ仕様の下で作業を進めることは言うまでもないが、

一方では、それぞれが地域の特性を活かして特徴的

なデータ収集と活用を行うことも考えている。空間

データの効率的な利用は地域特性の活かし方が基本

になるとの考え方に基づいたものである。 
（２）データベースの構築 

（１）で記述した全国規模での蓄積、管理に関す

る基本概念の下、本研究では、さらに小規模なロー

カルデータベースの構築を試みた。具体的には、我

が国の中でも空間データの整備について必ずしも先

進的でないと考えられている香川県を対象に、四国

を視野に入れた上での香川県全域についての空間デ

ータを収集、蓄積する官民連携運営組織を提案した。

組織構成については発表時に提示する。本研究で対

象とした空間データは、衛星データ、航空写真、土

地分類基本調査図、現存植生図、災害履歴図、古地

図（旧版地形図、旧版海図等）、行政界、道路・鉄道

網等である。 
３．実証実験 
本研究では衛星データの利点を活用している点に

特徴がある。衛星データが一般に使用できるように

なってから 35 年以上が経過した現在、再び、衛星デ

ータの実用化についての議論が盛んになっている。

衛星データの利用形態には、①広い領域を瞬時に繰

り返し観測することができる特長を活かして地表面

の状況やその変化を把握する方法、②空間分解能と
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図－１ 農用地管理図の作成結果と属性データの表示例 

 

波長分解能の組み合わせて利用目的に沿ったシミュ

レーションモデルを加えて新しい情報を生成する方

法、③衛星データが有する内容はそのままに他の属

性データをオーバーラップして付加価値の高い情報

として利用する方法の３つがある。①と③について

は利用技術そのものは完成していると言ってよい。

また、②については使用するシミュレーションモデ

ルの公知公認も含めて衛星データが進化するにつれ

て新しいモデルの開発、構築が進められていくはず

である。ユーザにとっては先に示したデータの入手

方法が複雑であるといった種々の空間データに共通

する問題に加えて、衛星データを利用することの効

用が明確に示されていないといった問題が指摘され

ている１）。そこで、上述したように技術的対応が求

められている農用地管理をテーマに設定し、衛星デ

ータの利活用を前提にした提案概念に基づくデータ

ベースの実証実験を行うとともに、市民参加を前提

とした地域整備にとって不可欠な情報とされている

数多くの利用事例を作成した。 
まず、衛星データの利用形態①の方法として、溜

め池の維持管理状況の把握を試みた。溜め池の維持

管理の不徹底から湛水域が植物に覆われてその機能

を失いつつある状況を定量的に把握することができ

る。また、②の方法として、竹林分布の把握を試み

た。この他に農地の立地適正評価や斜面崩壊危険箇

所の予測等が可能である。紙面の都合上、これらの

分析結果は発表時に提示する。さらに、③の方法と

して、各種の属性データに加えて①と②の分析結果

を加味した農用地管理図の作成を試みた。図－１に

作成した農用地管理図の作成事例を示す。図－１は、

１つ１つの溜め池がどの田畑に対して水を供給して

いるのかといった溜め池ごとの水系を表示するとと

もに、特定の圃場と溜め池の属性データを表示した

例である。農用地管理によっては不可欠な情報とし

て高く評価されようとしている。 
４．おわりに 

本論文では、特に早急な技術的な対応が求められ

ている農用地管理を対象に、提案概念に基づくデー

タベースの実証実験を試みた。データベースに搭載

された衛星データの特長を活かし、付加価値の高い

情報を生成できたと考えている。今後は他分野での

実証実験を進めるとともにユーザ意見のフィードバ

ックを図り、さらに利便性の高いプロトタイプモデ

ルの構築へと繋げていきたい。 
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